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研究概要研究概要
　　　　　　　　　　ジオ・インフォマティクスとは、ジオ・インフォマティクスとは、GISGIS（（地理情報システム）や地理情報システム）やRSRS（（リモートセンシング）をリモートセンシング）を
積極的に活用し、地球上で生起する自然・社会・人文現象をデジタル化した上で認知積極的に活用し、地球上で生起する自然・社会・人文現象をデジタル化した上で認知
し、地球、国土、地域、都市、地区というマルチスケールで表現します。またこれらのし、地球、国土、地域、都市、地区というマルチスケールで表現します。またこれらの
データを元に地表の変動現象を分析・解明し、現象のモデリングやシミュレーションをデータを元に地表の変動現象を分析・解明し、現象のモデリングやシミュレーションを
行ない、合意形成、計画立案や政策形成に展開する方法論の探求を行う研究領域で行ない、合意形成、計画立案や政策形成に展開する方法論の探求を行う研究領域で
す。とりわけ社会が直面する都市・環境問題を解決し、持続可能な社会を構築するたす。とりわけ社会が直面する都市・環境問題を解決し、持続可能な社会を構築するた
めには、膨大な空間情報を取り扱い、高解像度でめには、膨大な空間情報を取り扱い、高解像度で33次元や時系列の地球を実時間で次元や時系列の地球を実時間で
表現することが可能な表現することが可能な””アースメタファアースメタファ””であるデジタルアースの構築が求められていであるデジタルアースの構築が求められてい
ます。ます。

　　　　ジオ・インフォマティクスの視点から地球トータルシステムを捉えなおすと、地球は、　　　　ジオ・インフォマティクスの視点から地球トータルシステムを捉えなおすと、地球は、
nn １）大気、水、エネルギーの循環など地球の営力を構成する物理化学的エージェント、１）大気、水、エネルギーの循環など地球の営力を構成する物理化学的エージェント、
nn ２）地表形成に関わる自律的な秩序を構成するエージェントとしての人間、２）地表形成に関わる自律的な秩序を構成するエージェントとしての人間、
nn ３）微生物、植物、動物などの生命エージェント３）微生物、植物、動物などの生命エージェント

　　　から構成されます。これらのエージェントが相互作用することにより、地表の混沌　　　から構成されます。これらのエージェントが相互作用することにより、地表の混沌
（（ChaosChaos））と秩序（と秩序（OrderOrder））の融合したの融合したChaordicChaordicな世界（地表）が形成されているとな世界（地表）が形成されていると
とらえることができます。そして、空間的な依存性（とらえることができます。そして、空間的な依存性（Spatial dependenceSpatial dependence））と空間と空間
的異質性（的異質性（Spatial heterogeneitySpatial heterogeneity））を有した地表を構成する「空間オブジェクト」を有した地表を構成する「空間オブジェクト」
の分析によって、地域開発や環境問題などの解題が進められていきます。の分析によって、地域開発や環境問題などの解題が進められていきます。
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研究目的研究目的

　本ラボでは、デジタルアースの構築とその活用方法　本ラボでは、デジタルアースの構築とその活用方法
について研究を行うことを目的としています。について研究を行うことを目的としています。

　　1.1.相互運用可能なインターネット相互運用可能なインターネットGISGIS技術の開発技術の開発
（（GI SystemsGI Systems））
　　2.2.空間における諸現象のモデリングとシミュレーショ空間における諸現象のモデリングとシミュレーショ
ン技術の開発（ン技術の開発（GI SciencesGI Sciences））
　　3.3.デジタルアースを用いたコミュニケーション、合意デジタルアースを用いたコミュニケーション、合意
形成、政策形成に関する研究（形成、政策形成に関する研究（GI ServicesGI Services））

地域情報力地域情報力

nn 住民、企業、ＮＧＯなどが、国土や地域・環境住民、企業、ＮＧＯなどが、国土や地域・環境
の問題、それらに付随する行政施策・サービの問題、それらに付随する行政施策・サービ
スに関する情報を共有し創発し合うための枠スに関する情報を共有し創発し合うための枠
組み組み

nn 情報化社会では、仮想空間を効果的に活用情報化社会では、仮想空間を効果的に活用
することが、現実社会の問題解決に有効することが、現実社会の問題解決に有効

nn 協働作業や計画の試行錯誤を行い、コミュニ協働作業や計画の試行錯誤を行い、コミュニ
ケーションする場　ケーションする場　——　　デジタルアースデジタルアースの構築の構築
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GeoGeoｰーinformatics Programinformatics Program
□自然・社会・人文現象のモニタリング技術□自然・社会・人文現象のモニタリング技術

　　・リモート･センシング、統計、フィールドワーク　　・リモート･センシング、統計、フィールドワーク

　　・地球から地域まで、マルチスケール　　・地球から地域まで、マルチスケール

□□GGISISによる情報蓄積、表現、分析技法による情報蓄積、表現、分析技法

□計画理念、モデリング、シミュレーション、合意□計画理念、モデリング、シミュレーション、合意
形成手法、形成手法、

□計画・企画立案や政策形成に展開する方法論□計画・企画立案や政策形成に展開する方法論

□構想力（あたかも眼前にあるように表象する）□構想力（あたかも眼前にあるように表象する）

を学ぶプログラムを学ぶプログラム

　　ジオインフォマティクスのジオインフォマティクスの33層層

　　環境・空間の認知

人間圏

状態方程式
場の方程式
（プロセスモデル）

価値観･信条・理念の
創造

人間行動・情報流
のモデル化

モニタリング
センシング
（観測／
野外調査）
GIS・RS

流通・広報

行動規範

政策立案

合意形成

シミュレーション
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Road Traffic

-  3
- 10
- 20
- 30
-47.17
- (hundreds cars per 12 hours)

交通量

- 0.002353
- 0.006782
- 0.011211
- Mean
- 0.01564
- 0.020068
- 0.024497
- 0.028926
- 0.033355
- 0.037784
- 0.090717 ppm / h

大気汚染ＮＯｘ

傾斜面と遺跡分布の相関傾斜面と遺跡分布の相関11
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緩斜面← →急斜面

山間部における円墳の分布

傾斜面と遺跡分布の相関傾斜面と遺跡分布の相関22

High resolution Satellite
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リアルタイムな環境センシング

from Open GIS Consortium, Inc. from Open GIS Consortium, Inc. 

USERSDATA
RESOURCES

Industry Markets
   Utility Companies
   Telecom
   Civil Engineering
   Niche Integrators
   Petroleum
   Intelligent Transport
Public Markets
   Environment
   Resources Mgmt
   Infrastructure
   Urban Planning
   Disaster Relief
   Public Safety
   IVHS
Business Markets
   Real Estate
   Insurance
   Banking
   

   

Cadastral
Water resources
Land Use
Zoning
Highway
Traffic
Transit
Water supply
Sewer
Storm drains
Gas & electric
Telecom. lines
Political
Surface geology
Hazards
Public safety
Population
Real-time feeds
Earth imagery

   

GIS
Earth Imaging
CAD 
Mapping
GPS
Navigation
Facilities Mgmt.
Database software
  OODBMS
  RDBMS
  Universal server     .     .     .
Desktop publishing
Document imaging
Workflow
Decision support

PROCESSING
RESOURCES

GIS covers GIS covers ……....
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Spatial InformationSpatial Information
  asas Social Infrastructure Social Infrastructure

Communication

Internet

Spatial Information

Software

Hardware

Social ware

Heart ware

U
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  services

Road, Port, Infrastructure

Computer platform

E
n

viro
n

m
en

t

E
d

u
catio

n

M
arketin

g

情報空間としてのデジタルアース情報空間としてのデジタルアース
　　――時間と空間のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを提供する時間と空間のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを提供する

Digital
Earth

Netizens
電子政府 電子交通、ITS

電子市場

Private
Services

Public
Services
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デジタルアースの構成要素デジタルアースの構成要素

Network
Providers

• IP backbone for Internet, Intranets and Extranets
• Network security
• Managed network services

Network Service
Providers

• Network access
• Network security administration
• Distributed hosting
• Secure messaging and transaction processing

Application &
Content Providers

• Communications and collaboration
• Information search and exchange
• Web applications (e.g. electronic catalogs)
• Content production
• EDI

Global Network Infrastructure

Service
Providers

• Consumer services (e.g. electronic commerce)
• Business services (e.g. supply chain mgmt)
• Government services (e.g. emergency response)

産 Government

全土の空間データ

デジタル地図

公的機関

統計データ 画像データ

民間向け
クリアリング
ハウス

行政向け
クリアリング
ハウス

意味変換
データ交換
・圧縮

オントロジ
ー

ハードウェア、情報通信インフラ

環
　
境

観
　
光

教
　
育

防
　
災

人
口
・
食
糧

危
機
管
理

医
療
・
福
祉
・
衛
生

社
会
資
本
・
都
市
整
備

移
動
体
運
行
管
理

官 学 市 民

セキュリティ、課金、認証、決済

民間機関

総合政策科学としてのリスク研究の枠組み総合政策科学としてのリスク研究の枠組み

課題：設計･制御と操作

対応：応用科学と工学

課題：調査・研究と監視

対応：診断と推論の科学

課題：リスク論争と確執

対応：合意形成と政策科学

望
ま
し
く
な
い
結
果
の
一
致
性
（文
化
）

一
致

不
一
致

知識の不確実性（科学）

確実 不確実

RISK and CULTURE

課題：リスクの受容と拒否

対応：評価の政策科学
　　　　（文化や倫理を含む）

空間情報科学
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リスク対応型社会リスク対応型社会
リスクコミュニケーションの重要性リスクコミュニケーションの重要性

nn 専門家から非専門家への一方的な情報伝達専門家から非専門家への一方的な情報伝達

　　

nn 知識と情報の共有による、共考と協働へ知識と情報の共有による、共考と協働へ

nn 利害関係者の間で、理解と信頼のレベルが利害関係者の間で、理解と信頼のレベルが
向上することを目指す向上することを目指す

nn リスク対応型社会のための市民ガバナンスリスク対応型社会のための市民ガバナンス

リスク・コミュニケーションの必要性リスク・コミュニケーションの必要性
n リスク分析（→客観リスク）と、リスク認知（→主観リスク）のズレの顕在化
n 市民および行政・事業者における以下の思想・気運の高まり

l 民主主義を支える公民権、自己決定権、知る権利
l 説明責任、インフォームドコンセント、情報公開

n 新しいプロセス「リスク・コミュニケーション」（Risk Communication）
　　の重要性が高まる

n リスク・コミュニケーションの定義（U.S.NRC,1997）
l リスク・コミュニケーションは、個人とグループ、そして組織の間で情報
や意見を交換する相互作用的過程である。それはリスクの特質につ
いて多種多様のメッセージと、厳密にリスクについてでなくても、関連
事や意見またはリスクメッセージに対する反応とリスク管理のための
法的、制度的対処への反応についての他のメッセージを必然的に伴う。
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　　　　・社会的論争・社会的論争((public debate)public debate)の事態の事態
　　　　……リスクに関わり合う人が、問題や行動についての　　リスクに関わり合う人が、問題や行動についての　　
　　
　　　　　　理解の水準を上げ理解の水準を上げ、利用可能な知識の範囲内で、、利用可能な知識の範囲内で、
　　　　　　適切に知らされていると満足すること適切に知らされていると満足すること。。
　　　・　・個人的選択個人的選択((personal choice)personal choice)の事態の事態
　　　　……ある個人がいくつかの選択肢の中から、リスクをある個人がいくつかの選択肢の中から、リスクを
　　少なくできるような解を選択し、行動する。　　少なくできるような解を選択し、行動する。
　　　　そのための有意義な情報が個人に与えられることそのための有意義な情報が個人に与えられること。。

リスク・コミュニケーションの対象とゴールリスク・コミュニケーションの対象とゴール

リスク・コミュ
ニケーション

1)　高度な科学技術

2)　環境

3)　消費生活用製品

4)　健康・医療問題

5)　災害時

社会的論争の事
態にかかわるもの

個人的選択の事
態にかかわるもの

認証
サーバ

携帯電話

国国

事業主体事業主体

国民、関係住民

サイト運営委員会
（専門家、市民等）

地方公共団体地方公共団体

第三者機関
NGO・NPO、民間団体

リスク関連情報
法令・制度､規制など

マスコミ
　新聞、ニュース、ＴＶ放送

モバイル

慶應義塾大学

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ及び
　　　評価ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝなど

双方向サービス
（多様なアクセス手段で）

情報開示
項目DB

システム
　　運用管理 研究機関研究機関

多次元情報表示サーバ
・　空間情報表示
・ 利用者情報ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
・ リスク評価ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ連携

公正,中立的
コミュニケーションの場

コミュニケーショ
ンサイト
・プロジェクト説明
・利用者登録・管理
・ガイダンス、アンケー
ト
・利用ログ収集

ＲＣ支援サーバ
・情報提供、検索
・問合せ回答
・電子会議室　
　（意見交換・ 要約・（集約）・
ファシリテート支援）
・他サーバ連携（情報共有化）
　　多次元情報サーバ、外部サー
バ

情報提供サーバ群
（外部、公開）

相互運用外部サーバ

リスク情報相互運用
（リスクXML）

共有情報
DB

＜利用イメージ＞

　分散協調ネットワーク

リスク情報相互運用（リスクＸＭＬ）

実施主体

国（行政）

　インターネット

研究所、大学
（その他の利害関係者）

地方自治体

その他の一般市民

リアルな場
フォーラム、コンセンサス
会議、公聴会、見学会

インターネット

インターネット
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総合リスク情報マネジメントシステムの構築総合リスク情報マネジメントシステムの構築
ハザード

原子力

化学物質

原油流出

データ取得、同化

リスク

相互運用

データ解析、評価

多次元表示

リアルタイム評価・対応

シナリオ分析

リスクマネージメント

土地利用変化

環境修復計画

大型開発

生態系の
保全

リスクの同定と
多次元時空間情報
データベース開発

リスクコミュニケーションリスク分析
暴露計算

多次元空間情報DB

自然災害

岐阜県ふるさと地理情報センター

県民等から地理情報の収集

県民等からの情報提供

グルメマップ ホタルマップ

イ
ン
タ
｜
ネ
ッ
ト
で
の
地
理
情
報
の
配
信
・
収
集

県民サービスの向上

自然災害情報

・ＩＴＳ提供情報

防災・治安・環境など

各種地理情報の提供

参加型
ＧＩＳ

幅広い産業分野での利用へ

行政業務の効率化・高度化

岐阜県庁岐阜県共有空間データの活用

○×市

△×市

△△町

××村

センターへの市町村の参画

岐
阜
情
報
ス
｜
パ
｜
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
の
デ
｜
タ
流
通

小中高学校教育・生涯学習支援　など

災害予測・復旧支援、犯罪情報管理　など

自然環境管理、汚染騒音監視　など

施設計画・まちづくり支援　など
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○行政のワンストップサービス
○様々な地理情報に家庭や職場からアクセス
○行政情報及び民間情報に一度にアクセス

医師会医師会

観光協会観光協会 公共交通機関公共交通機関

商工会議所商工会議所

ふるさと地理情報センターふるさと地理情報センター

基盤地図情報・行政情報

ここのみどころは？ この施設にはどう行くの？

共通地図による情報共有

　参加企業・団体・行政によるコストシェア

商店・レストラン等商店・レストラン等 企業など企業など

B 町B 町A 市A 市

住民のメリット

県域統合型県域統合型GISGISサービスイメージサービスイメージ
どんなお店があるのかな？

県県

歯医者さんはどこ？

デジタルフォレスト研究会
（森林GIS)

森林基本図
森林簿他
森林管理ﾃﾞー ﾀ

森林管理用データ

森林GIS

森林GIS
（ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟPC)
・林班図
・森林簿
・航空写真
　＜FMAP＞

森林GIS（モバイル）
・林班図、森林簿、航空写真
・GPS、測量データ取得
・ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾂﾙｰｽﾃﾞー ﾀ所得
・現地植生など

森林簿

ﾃｷｽﾄ形式

林班図など

DXF形式

TIFF形式

森林基本図（画像）
航空写真（画像）

県庁

データマージ

衛星画像解析

現地情報

的確なグランドツルース

デジタルフォレスト研究会
（画像解析チーム）

GPS

ﾌｨｰﾙﾄﾞ計測

通信機能

植生分布図

衛星画像データ

対象地域
切り出し機能

PDA

インターネット
　　　　型GIS
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モバイル端末からのデータ検索
　　　　　　入力、サーバへの登録
　　　　　　　<実証実験中＞
　 

災害対策本部

サーバ

クライアント

サポート用PC
［調査支援機能］

データベースサーバ
(Windows２０００）

PDA(WindowsCE)
［調査支援機能］

ArcPad
・主題データ閲覧
・調査データ入力

インターネットサーバ
（Windows２０００）

JavaServlet
［情報整理支援機能］
・調査データ集約

ArcIMS
［情報整理支援機能］
・主題データ作成
・主題データ転送

地形DB
（Shape）

災害情報DB
（ORACLE）

PC
［意思決定支援機能］

ArcSDE

調査データ
（XML文書）

HTML

調査データ
（XML文書）InternetExplorer

・主題データ更新

Zip解凍ツール
・主題データ更新

InternetExplorer
災害情報の確認

ArcGIS
災害情報の分析

GPS

WEPS : Wearable Environmental Probe SystemWEPS : Wearable Environmental Probe System

nn 概要概要
•• 個人をセンサープラットフォームとし、人体に直接的影響のある環境変個人をセンサープラットフォームとし、人体に直接的影響のある環境変
数をセンシングし、そのデータをリアルタイムでサーバに蓄積し、移動通数をセンシングし、そのデータをリアルタイムでサーバに蓄積し、移動通
信機器によって個人に環境情報をフィードバックするとともに、信機器によって個人に環境情報をフィードバックするとともに、GISGIS分析分析
による俯瞰的情報を政策立案の過程にフィードフォワードする。による俯瞰的情報を政策立案の過程にフィードフォワードする。

nn 構成要素構成要素
•• 一般向け小型軽量低価格のハイテク感あふれるアクセサリ感覚の各種一般向け小型軽量低価格のハイテク感あふれるアクセサリ感覚の各種
環境情報計測センサ環境情報計測センサ

•• 移動通信機器移動通信機器
•• 情報蓄積サーバ情報蓄積サーバ

nn ビジネスモデルビジネスモデル  AA：：個人への環境情報のフィードバック個人への環境情報のフィードバック
•• 花粉危険度、マイナスイオン快適度等をリアルタイムに提供するコンテ花粉危険度、マイナスイオン快適度等をリアルタイムに提供するコンテ
ンツサービスンツサービス

•• 各ユーザの花粉蓄積度、公害被害蓄積度等を時各ユーザの花粉蓄積度、公害被害蓄積度等を時//日日//週週//月ごとに集計月ごとに集計
し伝えるリポートサービスし伝えるリポートサービス

nn ビジネスモデルビジネスモデル  BB：：政策立案へのフィードフォワード政策立案へのフィードフォワード
•• ビジネスモデルビジネスモデルAAによって蓄積されたデータを政策立案に活かすコンサによって蓄積されたデータを政策立案に活かすコンサ
ルタンシーサービスルタンシーサービス
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主題地図コンテンツ

計測値、時刻、位置情報 ・計測データ表示
・計測データ蓄積

花粉飛散量などの計測値の
蓄積結果から、主題地図が
作成され、配信される

主題地図コンテンツ

実測値を元にした
政策立案

・計測データ送信

・主題地図受信／表示

花粉センサダイオキシン
電磁波 マイナスイオン

フィトンチッド

環境・社会に対する
行動の選択・意思
決定

・計測データの蓄積

現在の花粉飛散量、
その日の花粉蓄積量
などが表示される

自分のいる場所、その周辺の
花粉飛散量などが地図の形で
表現される

環境・社会

・環境情報の
  自動計測セ
  ンサ
・タイマー
・位置情報の
  自動計測セ
  ンサ（GPS等）

計
測
値
、時
刻
、位置情報

の自
動
ワイヤレス
通信

移動通信機器
情報蓄積サーバ

環境情報計測センサ

自動ワイヤレス通信

・主題図の作成／配信

環境・社会の変革

特徴：
・小型軽量・小型軽量
・低価格
・ﾌｧｯｼｮﾅﾌﾞﾙ

WEPS : Wearable Environmental Probe SystemWEPS : Wearable Environmental Probe System

The BigThe Big
PicturePicture

Digital EarthDigital Earth
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An initiative to provideAn initiative to provide
people and communitypeople and community
with with easy access toeasy access to
geo-spatialgeo-spatial
information over theinformation over the
InternetInternet by by
establishing a schemeestablishing a scheme
to integrate and shareto integrate and share
the GIS and Remotethe GIS and Remote
Sensing data among allSensing data among all
the countries of Asia.the countries of Asia.

More info. at http://www.acrors.ait.ac.th/digital_asia/digital_asia.html

DIGITAL MEKONGDIGITAL MEKONG

A subproject of DigitalA subproject of Digital
Asia, targeting GMSAsia, targeting GMS
(Greater Mekong Sub-(Greater Mekong Sub-
region)region)

nn CambodiaCambodia
nn China (China (YunnanYunnan))
nn LaosLaos
nn Myanmar (part)Myanmar (part)
nn ThailandThailand
nn VietnamVietnam

Population and Road Network in
Mekong River Basin
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参加型ＧＩＳ参加型ＧＩＳ

Data

利害関係者

Planning
Management

GIS
Geographic Information SystemGIS

Geographic Information Service

Digital Asia

専門家

What is MANGO?What is MANGO?

•• MMap-baseap-base

•• AAnalysis fornalysis for

•• NNon-formal Educationon-formal Education

•• GGoals andoals and

•• OOutcomesutcomes

üü Computer software forComputer software for
community data base tocommunity data base to
support monitoring non-support monitoring non-
formal learning activities atformal learning activities at
the community level andthe community level and
the project level.the project level.

üü Handbook on making andHandbook on making and
using community data baseusing community data base
(with and without use of(with and without use of
MANGOMANGO software). software).
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ObjectivesObjectives
nn To develop To develop participatoryparticipatory monitoring tools for monitoring tools for

literacy and continuing education projects atliteracy and continuing education projects at
community and project/district levels.community and project/district levels.

nn To devise a model for using ICT to facilitate theTo devise a model for using ICT to facilitate the
work of NFE personnel.work of NFE personnel.

nn To improve skills of NFE personnel onTo improve skills of NFE personnel on
monitoring cycle (information collection, input,monitoring cycle (information collection, input,
output, analysis, application)output, analysis, application)

nn To contribute to better documentation andTo contribute to better documentation and
advocacy of NFE projects.advocacy of NFE projects.

Flow of InformationFlow of Information

 Community 
Data Base 

District/ 
Province 

LRC National 
Gov’t 

Asia-
Pacific 
Literacy 
Data Base  

Format Paper-base ßà PC 
base 

ßà Web base 

Data Disaggregated indicators ßà Key indicators 
Forms Photos, village maps, 

reports, etc. 
ßà Research papers, 

case studies, EMIS, 
GIS 

Language Local language ßà English 
Feedback Community 

members 
Centre District Policy 

makers and 
donors 

Civil 
society 
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What is the status of communityWhat is the status of community
development?development?

Layers of map
SUPPLIER:
National government,
LRC & District

DRIVING FORCE:

Collective Perception of
Community People
(beneficiaries)

Participatory GIS

Relative divergence

Em
d

Em
s

Em
*

 m

Participatory Web GISParticipatory Web GIS is a Gateway is a Gateway
to link real world and Cyber spaceto link real world and Cyber space

and to and to capture local knowledgecapture local knowledge
and combining itand combining it

Web-GIS
gateway
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-- Contact;   hfukui@sfc.keio.ac.jp

See you
 on Digital Earth !


